
要
旨
山
東
京
伝
、
曲
亭
馬
琴
の
諸
作
の
相
互
関
係
を
中
心
に
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
の
形
成
過
程
を
跡
づ
け
よ
う
と
す
る
際
に
、
文
化
三
、

四
年
（
一
八
○
六
～
七
）
刊
行
の
作
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
か
ば
か
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
そ
こ
に
至
る

京
伝
、
馬
琴
の
読
本
二
七
作
の
素
材
に
つ
い
て
、
各
作
品
の
構
成
・
趣
向
・
主
題
に
と
っ
て
の
重
要
性
を
再
検
討
し
、
新
た
な
基
準
で
分
類
を

施
し
て
一
覧
表
と
し
て
提
示
し
た
上
で
、
こ
の
時
期
京
伝
、
馬
琴
が
共
に
目
指
し
た
方
向
が
最
も
高
い
レ
ヴ
ェ
ル
で
結
実
し
た
の
は
、
京
伝

『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
（
文
化
二
・
一
二
刊
）
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
京
伝
、
馬
琴
は
文
化
四
年
ま
で
兄
弟
作
者
で

あ
る
と
い
う
槁
者
の
仮
説
を
一
歩
進
め
た
。

文
化
三
、
四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
」大

高
洋
司
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山
東
京
伝
、
曲
亭
馬
琴
の
諸
作
の
相
互
関
係
を
辿
り
な
が
ら
、
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
の
形
成
過
程
を
跡
づ
け
る
作
業
を
重
ね
て
い
る
と
、

「
忠
臣
水
瀞
伝
』
（
京
伝
前
編
寛
政
二
・
二
、
後
編
享
和
元
・
二
）
か
ら
文
化
二
年
（
一
八
○
六
）
年
ま
で
と
、
文
化
五
年
（
一

八
○
八
）
以
降
は
、
比
較
的
展
望
が
立
ち
や
す
い
の
に
対
し
て
、
文
化
三
、
四
年
（
一
八
○
六
～
七
）
の
刊
行
作
に
つ
い
て
は
、
関
係
の

把
握
が
非
常
に
難
し
い
。
こ
の
両
年
の
二
人
の
読
本
に
は
、
類
似
す
る
素
材
や
趣
向
が
頻
出
す
る
一
方
で
、
作
品
の
内
実
か
ら
感
じ
取
れ

る
印
象
は
、
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
矛
盾
の
在
り
か
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
五
里
霧
中
で
あ
っ
た
が
、
近
年
や
っ
と
理

（
１
）

解
が
及
ぶ
よ
う
に
な
り
、
い
く
つ
か
の
拙
稿
を
ま
と
め
る
に
至
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
援
用
し
な
が
ら
、
結
論
め
い
た
も

の
を
提
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。
前
も
っ
て
一
言
す
れ
ば
、
文
化
三
、
四
年
の
京
伝
、
馬
琴
に
お
い
て
、
「
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
（
京
伝
文

化
二
年
一
二
月
刊
）
が
最
も
重
要
な
作
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
次
の
一
覧
表
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
文
化
三
、
四
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
二
人
の
読
本
二
七
点
に
つ
い
て
、
Ｉ

〈
稗
史
も
の
〉
。
Ⅱ
〈
中
本
も
の
〉
。
Ⅲ
〈
絵
本
も
の
〉
に
分
類
し
、
Ｉ
・
Ⅱ
の
う
ち
、
〈
読
本
的
枠
組
〉
形
成
以
後
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
〈
仇
討
も
の
〉
・
〈
伝
説
も
の
〉
等
の
下
位
分
類
を
施
し
た
上
に
、
○
印
を
つ
け
て
、
主
立
っ
た
典
拠
な
い
し
は
素
材
と
考
え
ら
れ

る
作
品
、
な
い
し
は
説
話
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
典
拠
な
い
し
素
材
の
選
定
に
際
し
て
は
、
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
に
つ
い
て
は
『
山

東
京
伝
全
集
』
・
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
』
の
徳
田
武
氏
解
題
、
〈
中
本
も
の
〉
読
本
に
つ
い
て
は
高
木
元
氏
『
江
戸
読
本
の
研
究
』
の
記

述
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
、
多
く
の
先
学
の
指
摘
を
参
照
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
構
成
・
趣
向
・
主
題
に
と
っ
て
、

必
要
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
、
私
意
に
よ
っ
て
判
断
し
た
も
の
を
掲
載
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
私
の
調
査
不
足
等
も
あ
っ

■■■■■■■■
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文化三、四年の京伝、馬琴と『桜姫全伝曙草紙』

「
吉
備
津
の
釜
」
（
初
期
読
本
）

３
『
優
曇
華
物
語
』
（
京
伝
文
皿

○
『
通
俗
孝
粛
伝
』
巻
之
五
「
戸

２
『
復
讐
奇
談
安
積
沼
』
（
京
伝
享
和
三
・
一
一
仇
討
も
の
）

○
江
戸
巷
談
く
こ
は
だ
（
小
幡
・
小
購
）
小
平
次
潭
〉
・
『
忠
義
水
涛
伝
』
第
五
回
（
中
国
白
話
小
説
、
和
刻
本
前
出
）
・
『
通
俗
孝
粛

伝
』
巻
之
二
「
阿
弥
陀
仏
講
和
」
（
中
国
白
話
小
説
、
通
俗
本
）
・
『
根
無
草
後
編
』
二
之
巻
（
談
義
本
）
・
『
雨
月
物
語
』
巻
之
三

Ｉ
〈
稗
史
も
の
〉
読
本

１
『
忠
臣
水
耕
伝
』
（
京
伝
前
編
寛
政
二
・
二
、
後
編
享
和
元
。
｜
｜
）

○
「
通
俗
忠
義
水
瀞
伝
」
（
中
国
白
話
小
説
、
通
俗
本
）
・
『
忠
義
水
瀞
伝
』
第
一
～
十
回
（
同
、

４
『
月
氷
奇
縁
』
（
馬
琴
文
化
二
・
’
仇
討
も
の
）

○
『
風
流
曲
三
味
線
』
（
浮
世
草
子
前
出
）
・
『
業
大
門
屋
敷
』
巻
五
，
一
（
浮
世
草
子
）
・
「
津
国
女
夫
池
」
第
三
（
浄
瑠
璃
本
）

５
『
稚
枝
鳩
』
（
馬
琴
文
化
二
・
一
仇
討
も
の
）

○
『
石
点
頭
』
十
一
「
江
都
市
孝
婦
屠
身
」
・
十
二
「
侯
官
県
烈
女
磯
仇
」
（
中
国
白
話
小
説
、
唐
本
）
・
〈
『
小
説
粋
言
』
巻
四
「
包
竜

て
、
現
段
階
で
推
定
に
止
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
〈
〉
で
示
し
て
あ
る
。

草
子
）

瑠
璃
本
）

〈
稗
史
も
の
〉
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
、
馬
琴
読
本
１
分
類
と
主
要
典
拠
Ｉ

文
化
元
・
一
二
仇
討
も
の
）

「
石
獅
子
」
（
通
俗
本
前
出
）
・
『
奥
州
安
達
原
』
（
浄
瑠
璃
本
）

和
刻
本
）

『
風
流
曲
三
味
線
』
巻
二
，
二
（
浮
世

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
（
浄
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12

○
「
小
夜
中
山
霊
鐘
記
」
（
勧
化
本
）

７
｜
「
四
天
王
判
盗
異
録
」
（
馬
琴
文
化
三
・
一
一
代
記
も
の
）
’

○
「
前
太
平
記
」
（
近
世
軍
記
）
・
「
杜
編
新
書
」
（
中
国
小
説
、
和
刻
本
）

８
｜
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
（
京
伝
：
文
化
二
・
二
二
一
代
記
も
の
）
’

○
『
勧
善
桜
姫
伝
」
（
勧
化
本
）
・
「
苅
萱
道
心
行
状
記
」
（
同
）
・
「
弥
陀
次
郎
発
心
伝
」
（
同
）
・
「
小
夜
中
山
霊
鐘
記
」
（
同
前
出
）
・

「
隅
田
川
鏡
池
伝
」
（
同
）
・
「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
（
浄
瑠
璃
本
）
・
「
苅
萱
桑
門
筑
紫
蝶
」
（
同
）
・
「
通
俗
金
恕
伝
』
（
中
国
白
話
小
説
、

通
俗
本
）
・
「
通
俗
酔
菩
提
全
伝
」
（
同
）
・
「
二
人
比
丘
尼
」
（
仮
名
草
子
）
・
「
死
霊
解
脱
物
語
間
害
」
（
仮
名
草
子
、
勧
化
本
）

９
｜
『
勧
善
常
世
物
語
』
（
馬
琴
文
化
三
：
、
悪
伝
説
も
の
）
’

○
「
鉢
の
木
」
（
謡
曲
）
・
〈
「
北
條
時
頼
記
」
（
近
世
軍
記
）
〉
・
〈
「
四
谷
雑
談
集
』
（
実
録
）
〉

加
一
『
三
国
一
夜
物
語
』
（
馬
琴
文
仏
一
烹
一
↓
伝
説
も
の
）
一

○
「
冨
士
太
鼓
」
（
謡
曲
）

Ⅲ
『
善
知
安
方
忠
義
伝
」
（
京
伝
文
化
三
・
一
二
（
原
）
史
伝
も
の
）

○
「
善
知
烏
」
（
謡
曲
）
・
「
前
太
平
記
」
（
近
世
軍
記
前
出
）

6

○
「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
（
浄
瑠
璃
本
前
出
）
・
「
伽
羅
先
代
萩
」
（
同
）
・
「
傾
城
反
魂
香
」
（
同
）
・
『
参
会
名
護
屋
」
（
歌
舞
伎
根
本
）

旧
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
（
馬
琴
文
化
四
・
一
史
伝
も
の
）

『
昔
話
稲
妻
表
紙
』
（
京
伝
文
化
三
。
一
二
お
家
も
の
）

胃
盾
言
遣
響
』
〕
（
馬
琴
文
化
一

図
智
陳
合
同
文
」
（
同
、
和
刻
本
）
〉

一
、
Ｑ
、
一
一

：
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文化三、四年の京伝、馬琴と「桜姫全伝曙草紙」

○
〈
「
泉
州
信
田
白
狐
伝
』
（
勧
化
本
）
〉
・
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
』
（
浄
瑠
璃
本
）
・
「
前
太
平
記
」
（
近
世
軍
記
前
出
）

旧
一
『
梅
花
氷
裂
』
ゞ
（
京
伝
”
文
化
四
二
宗
（
原
）
、
巷
談
も
の
）

○
『
茜
染
野
中
の
隠
井
」
（
浄
瑠
璃
本
）
・
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
』
（
同
）
・
「
世
間
御
旗
本
形
気
」
（
実
録
）

○
「
通
俗
金
翅
伝
」
（
通
俗
本
前
出
）

旧
一
『
新
累
解
脱
物
語
』
（
馬
琴
文
仏
廻
・
二
一
代
記
迩
の
）
’

○
「
死
霊
解
脱
物
語
間
害
』
（
仮
名
草
子
、
勧
化
本
前
出
）
・
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
（
浄
瑠
璃
本
）
・
「
祐
天
上
人
一
代
記
」
（
〈
絵
本
も

の
〉
読
本
、
勧
化
本
）
・
「
近
世
奇
跡
考
」
（
考
証
随
筆
）
・
「
通
俗
忠
義
水
筒
伝
」
巻
之
十
二
・
十
三
（
通
俗
本
前
出
）
・
『
通
俗
酔

菩
提
全
伝
」
（
同
前
出
）

115 14

Ⅱ
〈
中
本
も
の
〉
読
本

相
「
高
尾
船
字
文
』
（
馬
琴
寛
政
八
・
｜
序
）

○
巷
談
〈
伊
達
騒
動
〉
（
「
仙
台
萩
」
（
実
録
）
・
「
伊
達
競
阿
国
戯
塲
』
（
浄
瑠
璃
本
前
出
）
等
）
・
「
通
俗
忠
義
水
筒
伝
」
（
通
俗
本
前

出
）
・
『
焚
淑
録
」
（
中
国
小
説
）
・
「
小
説
奇
言
』
巻
三
「
滕
大
尹
鬼
断
家
私
」
（
中
国
白
話
小
説
、
和
刻
本
）

il7

○
「
隅
田
川
鏡
池
伝
」
（
勧
化
本
前
出
）
・
〈
「
梅
若
丸
一
代
記
（
都
鳥
妻
恋
笛
）
」
（
浮
世
草
子
）

○
「
海
人
」
（
謡
曲
）
．
「
参
考
保
元
物
語
」
（
軍
記
）
・
『
和
漢
三
才
図
会
』
（
事
典
）

一
『
そ
の
、
ゆ
き
』
（
馬
琴
文
化
四
部
．
一
‘
‐
伝
説
も
の
）
一

｜
『
敵
討
裏
見
葛
葉
」
（
馬
琴
文
化
四
・
一
伝
説
も
の
）

『
墨
田
川
梅
柳
新
書
』
（
馬
琴
Ⅸ
文
化
画
帳
か

｜
伝
説
あ
の
堂
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○
「
石
点
頭
」
一
「
郭
挺
之
傍
前
認
子
」
（
中
国
白
話
小
説
、
唐
本
前
出
）
・
〈
苅
萱
證
〉
（
「
苅
萱
道
心
行
状
記
」
（
勧
化
本
前
出
）
・

「
苅
萱
桑
門
筑
紫
蝶
」
（
浄
瑠
璃
本
前
出
）
）
・
「
東
鑑
』
（
史
書
）

妬
『
巷
談
玻
隈
庵
』
（
馬
琴
文
化
五
・
一
一
代
記
も
の
）

○
江
戸
巷
談
〈
薄
雲
證
〉
（
「
近
世
江
都
著
聞
集
」
（
巷
説
集
前
出
）
）
・
「
近
世
奇
跡
考
』
（
考
証
随
筆
前
出
）
・
「
耳
の
垢
取
り
長
官

（
考
証
随
筆
「
骨
董
集
」
所
収
以
前
の
草
稿
）
」
（
同
）

お
『
敵
討
枕
石
夜
話
』
（
馬
琴
文
化
五
・
｜
な
伝
説
も
の
）

○
江
戸
巷
談
〈
一
シ
家
（
石
枕
）
證
〉

24 釦
「
小
説
比
翼
文
』
（
馬
琴
享
和
四
（
文
化
元
）
．
｜
）

○
江
戸
巷
談
〈
白
井
権
八
潭
〉
（
実
録
、
浄
瑠
璃
、
「
敵
討
連
理
橘
」
（
〈
中
本
も
の
〉
読
本
）
）
・
「
風
流
曲
三
味
線
」
（
浮
世
草
子
前
出
）

「
西
山
物
語
」
（
初
期
読
本
）
・
「
小
説
精
言
」
巻
二
「
喬
太
守
乱
点
鶯
鴦
譜
」
（
中
国
白
話
小
説
、
和
刻
本
）

別
「
曲
亭
伝
奇
花
銀
児
」
（
馬
琴
享
和
四
（
文
化
元
）
・
一
翻
案
も
の
）

○
「
玉
掻
頭
伝
奇
」
（
中
国
戯
曲
）
・
「
津
国
女
夫
池
」
（
浄
瑠
璃
本
前
出
）

型
「
敵
討
誰
也
行
燈
』
（
馬
琴
文
化
三
・
｜
一
代
記
も
の
）

○
江
戸
巷
談
〈
佐
野
次
・
八
橋
潭
〉
（
演
劇
、
実
録
、
「
近
世
江
都
著
聞
集
」
（
巷
説
集
）
）

密
『
盆
石
皿
山
記
』
（
馬
琴
前
編
文
化
三
撫
一
、
後
編
文
化
四
・
一
伝
説
も
の
）

○
巷
談
〈
皿
々
山
證
〉
・
〈
皿
屋
敷
潭
〉
・
〈
苅
萱
潭
〉
（
「
苅
萱
桑
門
筑
紫
蝶
」
（
浄
瑠
璃
本
）
前
出
）

『
苅
萱
後
伝
玉
櫛
笥
』
（
馬
琴

文
化
四
・
・
弓
ゞ
伝
説
も
の
Ｚ
〈
翻
案
も
の
〉
）
｜
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岨
は
、
周
知
の
よ
う
に
〈
伊
達
騒
動
〉
が
素
材
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
江
戸
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
り
わ
け
歌
舞
伎
、

浄
瑠
璃
共
に
江
戸
で
初
演
さ
れ
た
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
（
歌
舞
伎
・
安
永
七
年
〈
一
七
七
八
〉
、
浄
瑠
璃
・
同
八
年
）
が
意
識
さ
れ
て
い

る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

鍋
は
、
素
材
は
巷
談
（
〈
Ⅲ
々
山
（
紅
Ⅲ
欠
皿
）
〉
〈
Ⅲ
屋
敷
〉
）
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
江
戸
に
限
定
さ
れ
な
い
。
文
体
的
に
は
、
中

（
３
）

（
４
）

本
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
口
語
使
用
が
目
立
つ
け
れ
ど
も
、
前
後
編
各
二
冊
か
ら
成
り
、
「
馬
琴
の
中
本
型
読
本
で
は
最
も
大
部
の
作
品
」

戸
の
巷
談
が
素
材
で
あ
る
。

一
覧
表
に
つ
い
て
、
ま
ず
Ⅱ
〈
中
本
も
の
〉
読
本
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
Ⅱ
は
全
部
で
八
作
あ
り
、
す
べ
て
馬
琴
の
作
で
あ
る
。
そ
の

う
ち
妬
・
船
は
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）
の
刊
行
だ
が
、
こ
れ
は
、
八
作
中
最
も
遅
い
邪
の
序
文
年
次
か
ら
、
「
馬
琴
が
中
本
を
執
筆
し

（
２
）

た
の
は
文
化
三
年
の
秋
ま
で
」
と
指
摘
さ
れ
た
高
木
元
氏
に
従
い
、
翌
文
化
四
年
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
た
の
が
、
版
元
の
事
情
で
一
年

延
期
さ
れ
た
も
の
と
見
て
、
文
化
四
年
刊
の
作
品
に
準
じ
て
並
べ
て
お
い
た
。

岨
～
船
を
通
覧
し
て
気
づ
く
点
は
、
馬
琴
の
〈
中
本
も
の
〉
が
、
ほ
ぼ
ふ
た
つ
の
方
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
的
・

別
・
躯
・
朗
・
妬
・
船
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
街
談
巷
説
を
素
材
と
し
て
い
る
こ
と
。
し
か
も
、
別
・
肋
・
妬
・
邪
は
、
は
っ
き
り
と
江

Ⅲ
〈
絵
本
も
の
〉
読
本

刀
『
新
編
水
瀞
画
伝
』
（

○
「
通
俗
忠
義
水
瀞
伝
」

■■■■■■

■■■■■■■

（
馬
琴
・
北
斎
初
編
初
峡
文
化
二
・
九
、
初
編
後
畉
文
化
四
・
一
）

」
（
中
国
白
話
小
説
、
通
俗
本
前
出
）
・
『
忠
義
水
耕
伝
』
第
一
～
十
回

（
同
、
和
刻
本
前
出
）
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一
覧
表
Ｉ
に
戻
り
、
京
伝
・
馬
琴
の
〈
稗
史
も
の
〉
一
八
作
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
、
１
～
５
と
６
以
降
で
、
一
線
を

引
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
１
～
４
に
つ
い
て
は
、
〈
読
本
的
枠
組
〉
の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
従
来
す
で
に
再
三
に
わ
た
っ
て
私
見

（
８
）

を
述
べ
て
来
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
５
「
稚
枝
鳩
」
に
つ
い
て
は
、
前
半
の
〈
読
本
的
枠
組
〉
の
置
き
方
に
３
『
優

（
９
）

曼
華
物
語
』
の
影
響
が
露
わ
に
見
ら
れ
る
が
、
後
半
は
中
国
白
話
小
説
の
か
な
り
直
接
的
な
翻
案
を
繋
げ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
「
Ⅱ

も
う
ひ
と
つ
は
、
別
・
別
で
、
別
は
中
国
戯
曲
、
別
は
中
国
短
編
白
話
小
説
の
丸
ご
と
の
翻
案
で
あ
る
。
別
は
、
〈
稗
史
も
の
〉
読
本

に
準
じ
た
く
読
本
的
枠
組
〉
を
持
ち
、
〈
伝
説
も
の
〉
と
分
類
で
き
る
が
、
そ
の
一
方
で
原
話
の
輪
郭
を
そ
の
ま
ま
話
の
大
枠
と
し
て
お

（
７
）

り
、
〈
読
本
的
枠
組
〉
形
成
以
降
の
馬
琴
の
〈
中
本
も
の
〉
と
し
て
は
特
異
な
作
と
い
え
よ
う
。
典
拠
の
全
体
を
翻
案
す
る
と
い
う
や
り

方
は
、
草
双
紙
同
様
、
江
戸
の
中
本
が
本
来
持
っ
て
い
る
属
性
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ
〈
絵
本
も
の
〉
読
本
と
し
て
、
『
新
編
水
瀞
画
伝
』
一
作
を
別
立
て
し
た
。
『
水
筒
伝
」
の
絵
入
り
翻
訳
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
要
す

る
に
「
絵
本
水
瀞
伝
」
と
言
っ
て
良
く
、
上
方
〈
絵
本
も
の
〉
の
流
れ
を
意
識
し
た
時
に
、
違
和
感
な
く
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
初

印
本
の
刊
記
に
は
「
大
坂
・
勝
尾
屋
六
兵
衛
／
江
戸
・
前
川
弥
兵
衛
／
江
戸
・
角
丸
屋
甚
助
」
が
連
記
さ
れ
る
が
、
角
丸
屋
は
上
方
風
を

取
り
入
れ
る
の
に
積
極
的
な
耆
騨
で
あ
り
、
勝
尾
屋
の
名
は
、
〈
絵
本
も
の
〉
の
刊
記
に
し
ば
し
ば
見
え
て
い
る
。

で
あ
る
。
本
作
は
〈
稗
史

ホ
ソ
モ
ト
デ

細
本
銭
な
る
害
買
の
、
作
土

い
う
一
例
か
も
し
れ
な
い
。

_

g ■ ■ ■ ■

■■■■■■■

（
５
）

〈
稗
史
も
の
〉
の
方
向
に
一
歩
踏
み
出
し
た
中
本
と
言
っ
て
良
く
、
馬
琴
が
『
江
戸
作
者
部
類
」
に
「
文
化
年
間

シ
パ
シ

（
６
）

、
作
者
に
乞
ふ
て
よ
み
本
を
中
本
に
し
た
る
も
あ
れ
ど
、
そ
は
小
襄
時
の
程
に
し
て
皆
半
紙
本
に
な
り
た
る
也
」
と
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〈
中
本
も
の
〉
読
本
」
に
挙
げ
た
別
『
苅
萱
後
伝
玉
櫛
笥
」
が
、
『
稚
枝
鳩
』
と
同
じ
典
拠
（
『
石
点
頭
』
）
に
含
ま
れ
る
別
の
短
編
を
、

〈
中
本
も
の
〉
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
『
稚
枝
鳩
』
も
元
来
は
後
半
の
み
〈
中
本
も
の
〉
と
し
て
構
想
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
〈
読
本
的
枠
組
〉
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
〈
稗
史
も
の
（
仇
討
も
の
）
〉
と
し
て
の
構
成
を
整
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

続
い
て
６
～
岨
を
扱
う
。
こ
の
一
三
点
は
、
ほ
と
ん
ど
が
文
化
三
、
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
覧
表
の
書
名
に
、
囲
み
や

網
掛
け
を
し
て
あ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
が
、
順
次
説
明
し
て
行
き
た
い
。
６
「
石
言
遣
響
』
は
、
序
文
年
次
か
ら
言
う

ゑ
い
り
か
た
き
う
ち

と
５
『
稚
枝
鳩
』
よ
り
や
や
早
く
（
「
稚
枝
鳩
』
が
文
化
元
年
八
月
、
「
石
言
遣
饗
巨
が
同
年
五
月
）
、
内
題
に
「
繍
像
復
讐
石
言
遣
響
」

と
あ
る
の
で
、
迂
闇
に
も
〈
仇
討
も
の
〉
と
思
い
込
ん
で
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
馬
琴
〈
伝
説
も
の
〉
読
本
の
初
作
と
見
な
す
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
従
来
、
主
と
し
て
文
化
三
、
四
年
刊
の
馬
琴
読
本
を
中
心
に
、
良
く
知
ら
れ
た
口
碑
伝
承
を
素
材
と
す

（
皿
）

る
く
稗
史
も
の
〉
・
〈
中
本
も
の
〉
を
〈
伝
説
も
の
〉
と
下
位
分
類
し
て
い
る
が
、
素
材
の
み
に
よ
る
判
断
で
は
〈
型
〉
の
認
識
を
過
つ
こ

と
も
多
い
の
で
、
〈
伝
説
も
の
〉
に
つ
い
て
改
め
て
定
義
づ
け
て
お
く
と
、
素
材
と
な
る
口
碑
伝
承
を
、
そ
れ
と
は
全
く
異
な
る
虚
構
・

伝
承
・
歴
史
的
事
実
な
ど
と
結
び
つ
け
て
〈
読
本
的
枠
組
〉
で
繋
ぎ
、
親
子
三
代
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
長
い
ス
パ
ン
で
、
両
者
の
因
縁

を
語
っ
て
行
く
〈
型
〉
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
定
義
に
即
し
て
説
明
す
る
と
、
「
石
言
遣
響
」
は
、
遠
州
小
夜
中
山
の
無
間
の
鐘
・

夜
泣
き
石
を
め
ぐ
る
伝
説
を
踏
ま
え
、
菊
川
で
刑
死
し
た
日
野
俊
基
・
藤
原
宗
行
の
怨
恨
と
そ
の
慰
撫
を
〈
読
本
的
枠
組
〉
と
し
て
、
父

つ
き
‐
さ
や

俊
基
鎮
魂
の
た
め
の
鐘
鋳
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
月
小
夜
姫
の
志
を
全
編
の
柱
と
し
て
い
る
。
し
か
し
月
小
夜
は
途
中
で
病
死
し
、
志
は

こ
い
し
ひ
め

子
供
の
世
代
に
引
き
継
が
れ
る
。
そ
の
後
娘
小
石
媛
が
盗
賊
に
殺
さ
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
そ
の
妻
敵
討
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
娘

の
死
は
鐘
鋳
成
就
の
き
っ
か
け
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

「
石
言
遣
錘
こ
の
〈
読
本
的
枠
組
〉
と
し
て
の
俊
墓
・
宗
行
の
怨
霊
に
、
も
う
少
し
こ
だ
わ
っ
て
み
る
。
二
人
は
共
に
朝
廷
へ
の
忠
義

や
い
ば
き
じ

を
認
め
ら
れ
ず
、
俊
基
は
怪
烏
刃
の
雄
子
と
な
っ
て
良
民
を
苦
し
め
、
日
野
良
政
に
退
治
さ
れ
て
月
小
夜
を
世
に
出
す
。
一
方
宗
行
は
悪
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の
足
羽
に
陣
没
す
。
或
は
師
直
が
塩
冶
の
妻
を
挑
み
、
或
は
良
政
の
万
字
前
を
あ
ひ
し
給
ふ
な
ど
、
枚
挙
に
暹
あ
ら
ず
。

そ
の
最
後
に
、
良
政
が
万
字
前
を
愛
し
た
こ
と
（
傍
線
部
）
、
と
い
う
の
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
『
石
言
遣
響
』
の
文
芸
的

内
実
の
中
核
部
分
を
な
し
て
い
る
の
は
、
日
野
三
位
良
政
卿
を
め
ぐ
る
万
字
前
と
月
小
夜
と
の
葛
藤
な
の
で
あ
る
。
万
字
前
は
、
自
害

に
際
し
て
、
「
後
醍
醐
帝
へ
の
味
方
を
拒
否
し
て
俊
基
に
殺
さ
れ
た
塩
飽
勝
重
の
娘
で
、
そ
の
た
め
に
月
小
夜
を
憎
ん
だ
こ
と
」
（
「
日
本

古
典
文
学
大
辞
典
』
「
石
言
遣
響
」
の
項
、
内
田
保
広
氏
執
筆
）
を
語
る
（
巻
之
五
・
第
九
編
）
。
厳
密
に
言
え
ば
、
そ
の
万
字
前
が
宗
行

の
生
ま
れ
変
わ
り
だ
と
す
る
と
、
俊
基
・
宗
行
も
、
冒
頭
の
友
好
関
係
が
敵
対
関
係
に
変
じ
て
し
ま
い
、
矛
盾
が
生
じ
る
の
だ
が
、
こ
れ

は
、
典
拠
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
（
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉
刊
）
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。
『
石
言
遣
響
』
は
、
全
編
に
わ
た
っ

て
「
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
「
石
言
遣
響
」
の
悪
女
万
字
前
も
、
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
」
の
万
寿
前
を
踏
ま
え
て
形
象
さ

（
ｕ
）

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

の
わ
き
の
か
た

と
こ
ろ
で
、
『
石
言
遣
響
』
の
万
字
前
の
形
象
が
、
さ
ら
に
京
伝
の
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
（
一
覧
表
８
）
の
、
桜
姫
の
母
野
分
方
に
引

き
継
が
れ
た
こ
と
は
、
早
く
山
口
剛
氏
が
名
著
全
集
『
読
本
集
』
解
説
（
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉
）
に
指
摘
さ
れ
、
私
も
こ
れ
を
追
認

（
胆
）

し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
、
『
石
言
遣
響
」
の
万
字
前
と
『
曙
草
紙
」
の
野
分
方
の
並
々
で
な
い
影
響
関
係
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
結
論

と
し
て
は
、
馬
琴
が
京
伝
に
先
ん
じ
た
こ
と
を
強
調
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
に
至
り
、
私
は
、
文
化
四
年
以
前
刊
行
の
読

（
過
）

本
諸
作
に
つ
い
て
は
、
京
伝
・
馬
琴
は
兄
弟
作
者
と
い
う
前
提
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
『
石
言
遣
響
』
・
『
曙
草
紙
』
の
悪
女
の

形
象
の
類
似
に
つ
い
て
も
、
そ
の
背
後
に
、
両
者
の
談
合
の
反
映
を
想
定
し
て
い
る
。
以
下
そ
の
こ
と
を
申
し
述
べ
て
み
た
い
。

し
よ
う
げ

女
に
転
生
し
て
障
碍
を
な
す
と
語
る
が
、
展
開
の
後
半
（
巻
之
四
・
第
七
編
）
に
至
っ
て
、
そ
の
実
体
が
や
や
具
体
的
に
示
さ
れ
る
。

・
へ
ん
こ
ん
に
よ
に
ん
し
よ
う
ひ
き
せ
う
げ

こ
と
ば

宗
行
卿
の
冤
恨
、
女
人
に
生
を
引
て
障
磯
を
な
さ
ん
と
い
へ
り
し
が
、
果
し
て
こ
の
言
た
が
は
ず
、
先
帝
雛
醍
は
職
斥
舗
の
謹
言
を

ユ
ウ
し
イ

お
ほ
た
う
の
み
や

こ
う
た
う

つ
ひ

信
じ
、
大
塔
宮
を
害
し
給
ひ
て
よ
り
天
下
ふ
た
公
び
乱
れ
、
義
貞
の
中
将
は
勾
当
の
内
侍
の
色
に
耽
り
、
軍
議
に
怠
り
て
遂
に
越
前

う
ち
じ
に
あ
る
ひ
も
る
な
ほ
ゑ
ん
や

口
へ
あ
ぐ
る
い
と
ま

ま
ん
じ
の
ま
へ
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『
石
言
遣
響
』
の
典
拠
で
あ
る
長
編
勧
化
本
「
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
主
題
に
つ
い
て
、
中
村
幸
彦
氏
は
、
「
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

の
項
目
に
、
「
生
別
流
転
、
恩
愛
執
着
、
殊
に
女
性
の
罪
障
深
い
性
を
、
浄
土
宗
の
立
場
で
説
い
た
も
の
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
小
夜
中

山
霊
鐘
記
』
に
は
「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
が
、
四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
配
分
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
た
め
に
「
複
雑
で
ま
と
ま
り
の
悪
い

筋
」
（
中
村
氏
）
に
な
っ
て
い
る
の
を
、
馬
琴
は
全
て
拾
い
上
げ
、
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
と
し
て
再
構
成
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
原
拠

の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
は
、
『
石
言
遣
響
」
で
は
、
万
字
前
の
形
象
に
特
化
さ
れ
、
そ
れ
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か

た
ち
で
『
曙
草
紙
」
に
入
っ
た
。
万
寿
前
１
万
字
前
ｌ
野
分
方
の
共
通
項
は
、
〈
妬
婦
〉
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
田
中
則
雄
氏
の
一
連
の

（
ｕ
）

ご
研
究
に
よ
れ
ば
、
万
寿
前
の
妬
心
が
仏
力
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
点
に
勧
化
本
と
し
て
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
、
万
字
前
は
罪

障
を
俄
悔
し
て
自
害
す
る
の
だ
が
、
野
分
方
は
、
そ
れ
す
ら
せ
ず
に
雷
死
す
る
。

思
い
切
っ
て
や
や
飛
躍
し
て
言
う
と
、
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
を
は
じ
め
、
長
編
勧
化
本
等
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
〈
妬
婦
〉
像
の
、

〈
稗
史
も
の
〉
読
本
に
お
け
る
形
象
化
は
、
一
覧
表
１
～
５
で
〈
読
本
的
枠
組
〉
の
形
成
・
運
用
に
成
功
し
た
後
の
、
京
伝
・
馬
琴
の
共

通
テ
ー
マ
、
と
り
わ
け
京
伝
の
主
導
す
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
石
言
遣
響
』
の
万
字
前
の
形
象
は
、
同
時
期
に
『
曙
草

紙
』
を
構
想
し
な
が
ら
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
を
読
過
し
て
い
た
京
伝
と
の
談
合
に
基
づ
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、

以
前
に
も
、
馬
琴
は
、
京
伝
と
非
常
に
よ
く
似
た
構
成
・
素
材
で
読
本
を
も
の
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
典
型
的
な
の
は
、
岨
『
高
尾
船

字
文
」
（
馬
琴
）
と
１
「
忠
臣
水
涛
伝
』
（
京
伝
）
の
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
は
馬
琴
が
、
談
合
の
上
、
京
伝
の
抱
い
て
い
た
構
想
の
パ
イ
ロ

（
賜
）

ツ
ト
役
を
つ
と
め
た
も
の
と
す
る
と
、
最
も
説
明
が
つ
き
易
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
３
『
優
曇
華
物
語
』
（
京
伝
）
と
４
『
月
氷
奇
縁
』

（
肥
）

（
馬
琴
）
の
間
に
も
、
こ
れ
と
同
様
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
馬
琴
パ
イ
ロ
ッ
ト
説
を
具
体
的
に
証
明
で
き
る
資
料
は

な
く
、
現
在
残
る
馬
琴
の
証
言
に
は
、
逆
の
一
一
ユ
ァ
ン
ス
が
あ
る
が
、
こ
の
関
係
は
、
「
石
言
遣
響
』
と
『
曙
草
紙
』
の
間
に
も
当
て
は

め
て
良
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

－133－



し
か
し
両
者
は
、
『
石
言
遣
響
』
が
、
い
わ
ば
単
一
の
長
編
勧
化
本
の
内
容
の
組
み
替
え
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
桜

姫
全
伝
曙
草
紙
」
で
は
、
複
数
の
典
拠
が
、
重
層
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
一
覧
表
８
に
挙
げ
た
の
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

主
題
・
構
成
・
趣
向
の
核
と
な
る
も
の
（
こ
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
表
現
の
表
層
に
出
て
来
な
い
も
の
を
含
め
て
あ
る
）
で
あ
っ
て
、
細

部
に
わ
た
る
も
の
を
加
え
れ
ば
、
こ
の
倍
く
ら
い
に
膨
れ
上
が
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
主
要
典
拠
、
及
び
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

『
曙
草
紙
』
の
構
成
・
趣
向
に
は
、
文
化
三
、
四
年
刊
の
馬
琴
読
本
に
お
け
る
典
拠
・
構
成
。
趣
向
と
共
通
す
る
点
が
少
な
く
な
い
の
で

あ
る
。
一
覧
表
の
う
ち
、
タ
イ
ト
ル
を
四
角
カ
ッ
コ
で
括
っ
た
も
の
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
ら
を
、
順
次
見
て
ゆ
き
た
い
。

７
『
四
天
王
剰
盗
異
録
』
は
、
全
体
が
、
長
編
勧
化
本
の
「
中
将
姫
一
代
記
」
（
寛
政
一
三
（
享
和
元
）
年
〈
一
八
○
一
〉
刊
）
・
「
小

野
小
町
一
代
記
」
（
享
和
二
年
刊
）
に
通
う
女
性
の
往
生
伝
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
『
弥
陀
次
郎
発
心
伝
」
（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉

刊
）
の
主
人
公
を
〈
読
本
的
枠
組
〉
と
す
る
『
曙
草
紙
」
と
同
じ
く
、
〈
一
代
記
も
の
〉
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。か

ん
ざ
し

９
『
勧
善
常
世
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
巻
之
三
ｌ
談
第
五
に
、
病
気
で
醜
く
な
っ
た
妻
を
疎
む
夫
が
、
他
家
の
娘
に
恋
慕
し
、
銀
の
叙
を
仲

立
ち
と
し
て
対
面
す
る
場
面
が
あ
り
、
『
馬
琴
中
編
読
本
集
成
４
」
解
題
（
五
○
一
頁
）
に
、
こ
れ
は
「
曙
草
紙
」
と
同
じ
く
、
『
通
俗
金

憩
伝
」
（
宝
暦
一
三
年
〈
一
七
六
三
〉
刊
）
に
よ
る
趣
向
で
あ
る
旨
の
指
摘
が
あ
る
。

Ⅲ
『
三
国
一
夜
物
語
」
で
は
、
主
人
公
の
敵
が
赤
間
が
関
の
遊
女
と
合
奏
し
て
恋
と
な
る
が
、
傍
輩
と
の
争
い
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ

も
『
勧
善
常
世
物
語
』
と
同
じ
く
、
『
曙
草
紙
』
を
意
識
し
た
『
通
俗
金
麹
伝
』
か
ら
の
趣
向
と
考
え
た
い
と
思
う
。

か
の

飛
ん
で
胴
『
そ
の
公
ゆ
き
』
も
、
か
な
り
露
わ
に
『
通
俗
金
荊
伝
』
を
踏
ま
え
て
お
り
、
自
序
に
も
断
っ
て
い
る
（
「
事
は
彼
翠
麹
が

お
ほ
い

小
説
に
す
こ
し
く
似
て
、
そ
の
趣
大
に
同
じ
か
ら
ず
」
）
こ
と
が
、
「
集
成
５
』
解
題
（
六
七
○
頁
）
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｍ
『
墨
田
川
梅
柳
新
耆
」
は
、
単
純
に
勧
化
本
の
利
用
と
い
う
意
味
で
四
角
カ
ッ
コ
を
付
し
た
が
、
「
隅
田
川
鏡
池
伝
』
は
、
内
容
的

に
も
『
曙
草
紙
』
に
通
う
点
が
大
き
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。
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脇
『
新
累
解
脱
物
語
」
は
、
典
拠
・
構
成
と
も
、
『
曙
草
紙
」
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
勧
化
本
『
祐
天
上
人
一
代
記
』
に
対
応
す
る

（
Ⅳ
）

作
で
あ
る
こ
と
は
、
中
村
幸
彦
氏
の
ご
指
摘
以
来
、
周
知
の
こ
と
だ
が
、
浄
瑠
璃
本
『
伊
達
競
阿
国
戯
塲
』
の
利
用
を
京
伝
の
岨
『
昔
話

（
肥
）

稲
妻
表
紙
』
と
分
け
合
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
最
近
指
摘
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
』
の
高
尾
の
怨
霊
は
、
『
曙
草

（
岨
）
す
け

紙
』
の
玉
琴
の
怨
霊
の
原
拠
と
も
見
ら
れ
、
祐
天
の
累
済
度
を
扱
っ
た
『
死
霊
解
脱
物
語
間
書
』
も
、
累
／
助
と
い
う
怨
霊
の
重
な
り
が
、

さ
い
て
ん

清
玄
の
背
後
に
い
る
玉
琴
の
怨
霊
と
い
う
着
想
を
生
ん
で
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
中
国
宋
代
の
奇
僧
済
顛
和
尚
の
一
代
記
『
通
俗
酔
菩
提

全
伝
』
は
、
祐
天
（
烏
有
）
和
尚
の
視
点
か
ら
成
る
『
新
累
解
脱
物
語
』
の
一
代
記
構
想
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅳ
『
敵
討
裏
見
葛
葉
』
は
、
『
曙
草
紙
』
と
同
じ
く
勧
化
本
を
踏
ま
え
て
い
る
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
も
う
ひ
と
つ
確
証
に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
一
応
四
角
カ
ッ
コ
と
し
て
お
く
。

（
別
）

一
覧
表
「
Ⅱ
〈
中
本
も
の
〉
読
本
」
の
刎
『
苅
萱
後
伝
玉
櫛
笥
』
の
典
拠
『
苅
萱
道
心
行
状
記
』
が
、
『
曙
草
紙
』
に
も
使
用
さ
れ
た

（
皿
）
（
躯
）

こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
る
が
、
内
容
の
上
で
も
少
な
か
ら
ず
『
曙
草
紙
』
を
意
識
し
て
い
る
旨
、
別
に
論
ず
る
機
会
を
得
た
。

以
上
、
『
敵
討
裏
見
葛
葉
』
を
保
留
と
し
て
、
文
化
三
、
四
年
刊
の
馬
琴
読
本
に
は
、
長
編
勧
化
本
・
通
俗
本
・
浄
瑠
璃
本
を
中
心
的

な
典
拠
作
と
し
て
、
『
曙
草
紙
』
と
の
構
成
・
趣
向
の
共
有
が
目
立
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
加
え
て
、
そ
の
扱
っ
て
い
る
テ
ー
マ
に
も

あ
る
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
つ
い
て
中
村
幸
彦
氏
の
言
わ
れ
た
「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
と
、
そ
の
女

性
の
怨
念
を
済
度
す
る
仏
力
の
大
き
さ
、
に
集
中
し
て
い
る
。

「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
が
、
文
化
三
、
四
年
刊
の
馬
琴
読
本
に
ど
れ
だ
け
描
か
れ
た
か
、
拾
い
上
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
先
に

四
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（
羽
）

た
だ
し
、
こ
れ
も
中
村
幸
彦
氏
以
来
、
『
曙
草
紙
』
の
主
要
典
拠
と
さ
れ
る
『
勧
善
桜
姫
伝
」
の
テ
ー
マ
は
、
田
中
則
雄
氏
の
指
摘
さ

（
鯉
）

れ
る
よ
う
に
、
追
い
詰
め
ら
れ
て
行
く
人
間
（
男
性
）
の
憤
怒
（
と
救
済
）
で
あ
っ
て
、
女
性
の
嫉
妬
で
は
な
い
。
京
伝
は
こ
の
点
を
意

識
し
、
表
向
き
『
勧
善
桜
姫
伝
』
に
よ
り
な
が
ら
、
テ
ー
マ
を
変
更
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
曙
草
紙
』
で
、
「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
は
、
野
分
方
に
の
み
形
象
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
惨
殺
さ
れ
た
玉
琴
の
怨
恨
も
ま

た
、
〈
妬
婦
〉
の
モ
チ
ー
フ
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
典
拠
は
、
こ
れ
も
表
面
化
は
避
け
ら
れ
て
い
る
が
、
浄
瑠
璃
本
『
伊
達
競
阿
国
戯
場
」

し
か
し
、
「
女
性
の
罪
障
深
い
性
」
と
、
そ
こ
か
ら
の
済
度
と
い
う
テ
ー
マ
が
、
圧
倒
的
な
迫
力
を
も
っ
て
、
典
型
的
に
作
品
化
さ
れ

た
の
は
、
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
を
措
い
て
、
他
に
は
な
い
。
使
用
さ
れ
た
勧
化
本
・
通
俗
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
京
伝
に
よ
っ
て
、
こ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
受
容
・
咀
囑
さ
れ
、
稀
代
の
悪
女
野
分
方
に
血
肉
化
さ
れ
て
い
る
。
Ⅲ
『
墨
田
川
梅
柳
新
書
』
に
触
れ
た
際
に
言
及
を

コ
レ
フ
サ

保
留
し
た
『
隅
田
川
鏡
池
伝
』
は
、
冒
頭
に
、
奥
州
両
国
の
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
て
彼
の
地
に
赴
こ
う
と
す
る
「
吉
田
ノ
少
将
維
房
」
の
前

セ
ウ
ト
コ
カ
ワ
－

に
饅
別
に
現
れ
た
「
北
ノ
方
ノ
御
兄
小
川
兵
衛
尉
」
が
、

キ
ケ
ウ

ソ
レ
ガ
シ
イ
モ
ト

コ
コ
シ
マ

○
籾
モ
貴
卿
ノ
北
ノ
方
ハ
某
ガ
妹
ナ
ガ
ラ
、
以
ノ
外
二
心
邪
一
一
シ
テ
、
妬
毒
ア
ル
女
一
一
テ
侍
レ
バ
、
。
：

ネ
タ
ミ

○
彼
ハ
心
直
カ
ラ
ヌ
者
一
一
テ
候
へ
（
、
年
タ
ケ
候
程
物
嫉
ナ
ド
仕
ツ
ラ
バ
、
．
：

と
語
る
こ
と
に
始
ま
っ
て
、
〈
妬
婦
〉
の
モ
チ
ー
フ
が
大
き
く
提
示
さ
れ
た
作
で
あ
り
、
必
ず
や
野
分
像
形
成
の
糧
と
な
っ
た
も
の
と
考

え
プ
（
句
。

「
石
言
遣
響
』
に
即
し
て
触
れ
汁

れ
と
裏
腹
な
継
子
へ
の
残
虐
さ
、

咽
・
肥
・
肥
・
妬
・
邪
に
は
、
〈

－
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

に
即
し
て
触
れ
た
く
妬
婦
〉
像
が
、
そ
の
中
心
的
な
描
か
れ
方
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
子
供
へ
の
盲
目
的
な
愛
情
、
そ

芋
へ
の
残
虐
さ
、
さ
ら
に
は
物
欲
の
す
さ
ま
じ
さ
等
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
網
掛
け
を
施
し
た
馬
琴
読
本
、
９
．
加
・
Ｍ
・

妬
・
邪
に
は
、
〈
稗
史
も
の
〉
・
〈
中
本
も
の
〉
を
含
め
、
こ
う
し
た
〈
妬
婦
〉
の
モ
チ
ー
フ
に
基
づ
く
様
々
な
ヴ
ァ
リ
エ
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（
妬
）

（
及
び
「
死
霊
解
脱
物
語
間
害
』
）
が
想
定
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
『
曙
草
紙
』
の
後
半
に
は
、
『
二
人
比
丘
尼
』
を
典
拠
と
し
て
、
玉
琴

と
同
様
に
野
分
の
嫉
妬
に
よ
る
、
小
萩
の
殺
害
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
娘
松
虫
・
鈴
虫
の
出
家
の
機
縁
と
し
た
の
は
、
こ
こ
に
復
譽

と
は
異
な
る
女
人
救
済
の
道
を
見
出
し
た
、
作
者
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
、
『
曙
草
紙
』
と
馬
琴
読
本
と
の
関
係
に
限
っ
て
述
べ
て
き
た
が
、
文
化
三
、
四
年
刊
行
の
京
伝
読
本
の
う
ち
、
岨
『
昔
話

稲
妻
表
紙
』
は
、
作
品
の
直
接
的
テ
ー
マ
と
し
て
は
異
な
る
け
れ
ど
も
、
典
拠
と
モ
チ
ー
フ
に
大
い
に
通
う
点
が
あ
り
、
肥
『
梅
花
氷
裂
』

（
妬
）

に
は
、
明
確
に
〈
妬
婦
〉
の
モ
チ
ー
フ
の
展
開
が
見
ら
れ
る
。

以
上
、
文
化
三
、
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
京
伝
、
馬
琴
の
読
本
の
中
心
に
は
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
述
べ
て

き
た
。
そ
の
上
で
、
も
う
一
度
一
覧
表
を
眺
め
る
と
、
こ
れ
ま
で
全
く
触
れ
て
来
な
か
っ
た
の
は
、
Ⅱ
『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
と
過
『
椿

説
弓
張
月
』
の
両
作
の
み
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
つ
は
、
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
全
体
の
流
れ
か
ら
言
っ
て
も
、
〈
史
伝
も
の
〉
の
嗜
矢
に
位
置

す
る
作
品
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
馬
琴
の
『
弓
張
月
』
（
前
篇
）
は
、
典
拠
・
構
成
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
お
い
て
、
京
伝
の

（
訂
）

『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
お
り
、
文
化
三
、
四
年
に
お
け
る
京
伝
・
馬
琴
の
位
置
関
係
を
踏
み
越
え
た
も
の
で
は
な

最
後
に
、
再
び
飛
躍
し
た
物
言
い
を
許
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
一
覧
表
に
挙
が
っ
て
い
る
典
拠
作
の
多
く
は
、
広
義
の
〈
よ
み
ほ
ん
〉

で
あ
り
、
京
伝
・
馬
琴
に
と
っ
て
は
、
１
『
忠
臣
水
瀞
伝
』
、
な
い
し
岨
『
高
尾
船
字
文
』
以
来
、
新
し
い
長
編
娯
楽
読
み
物
（
〈
稗
史
も

の
〉
読
本
）
の
創
出
に
向
け
た
試
行
錯
誤
の
過
程
に
お
け
る
、
必
読
資
料
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
『
曙
草
紙
』
は
、
二
人

の
目
指
し
て
き
た
く
稗
史
も
の
〉
読
本
の
、
最
初
の
達
成
と
称
し
て
も
良
い
作
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
文
芸
性
が
並
々
で
な
い
高

さ
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
学
の
様
々
な
ご
指
摘
に
加
え
、
以
上
の
迂
遠
な
説
明
か
ら
で
も
、
容
易
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
も
の
と

思
う
。
そ
の
一
端
に
、
『
曙
草
紙
」
・
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
・
『
昔
話
稲
妻
表
紙
』
に
共
通
し
て
、
人
間
に
お
い
て
善
悪
は
一
如
で
あ
る
と

『
善
知
安
方
忠
義
伝
』
上

い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
再
び
飛
躍
‐

で
あ
り
、
京
伝
・
馬
琴
』
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（
肥
）

す
る
、
京
伝
の
〈
勧
善
懲
悪
〉
観
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
馬
琴
は
、
あ
れ
ほ
ど
京
伝
に
追
随
し
な
が
ら
、
〈
勧
善
懲
悪
〉
の
施
し
方
に
お

い
て
は
「
優
曇
華
物
語
」
以
来
の
〈
善
人
／
悪
人
〉
型
に
こ
だ
わ
り
、
文
化
三
、
四
年
に
お
い
て
も
京
伝
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
た
だ
し
、
馬
琴
が
〈
稗
史
も
の
〉
読
本
の
序
賊
等
に
お
い
て
、
〈
善
人
／
悪
人
〉
型
の
〈
勧
善
懲
悪
〉
観
に
加
え
、
典
拠
と
し
て
、

広
義
の
〈
よ
み
ほ
ん
〉
で
は
な
く
〈
正
史
・
実
録
〉
を
直
接
踏
ま
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
、
声
高
に
唱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
翌
文

化
五
年
あ
た
り
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
馬
琴
が
〈
稗
史
も
の
〉
の
リ
ー
ダ
ー
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
こ
こ
か
ら
で
、
〈
稗
史
も
の
〉

読
本
の
形
成
史
と
し
て
は
、
文
化
五
年
以
降
を
第
二
期
と
称
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

〔
《
汪
〕

（
１
）
以
下
の
四
点
が
そ
れ
に
当
た
る
。

①
『
四
天
王
剣
盗
異
録
』
と
「
善
知
安
方
忠
義
伝
』
」
、
「
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
紀
要
」
帥
、
平
成
一
六
〈
二
○
○
四
〉
・
二
。

②
「
『
昔
話
稲
妻
表
紙
』
と
「
新
累
解
脱
物
語
』
」
、
「
日
本
文
学
」
、
平
成
一
八
〈
二
○
○
六
〉
・
一
。

③
「
京
伝
、
馬
琴
と
〈
勧
善
懲
悪
〉
」
、
「
国
語
と
国
文
学
」
、
平
成
一
八
〈
二
○
○
六
〉
・
五
。

④
「
馬
琴
流
〈
勧
善
懲
悪
〉
の
言
表
と
「
誤
読
」
の
問
題
」
、
「
江
戸
文
学
」
洲
、
平
成
一
九
〈
二
○
○
七
〉
・
六

（
２
）
前
掲
書
第
二
章
「
中
本
型
の
江
戸
読
本
」
、
一
四
一
頁
、
一
九
四
頁

（
３
）
中
村
幸
彦
「
人
情
本
と
中
本
型
読
本
」
（
昭
和
三
一
〈
一
九
五
六
〉
・
三
初
出
、
著
述
集
五
所
収
。
本
作
に
お
け
る
口
語
使
用
の
具
体
例
は
、

（
１
）
④
拙
槁
注
（
焔
）
に
抜
き
出
し
た
。

Ⅳ
「
敵
討
裏
見
葛
葉
』
は
本
作
と
反
対
の
特
徴
を
持
つ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
（
１
）
④
拙
稿
で
触
れ
て
い
る
。

木
村
三
四
吾
氏
私
家
版
、
一
二
七
頁
。

本
作
は
ま
た
、
路
『
盆
石
Ⅲ
山
記
』
と
同
様
、
〈
稗
史
も
の
〉
に
通
う
内
実
を
持
つ
。
（
１
）
④
拙
稿
に
お
い
て
、
や
や
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

拙
稿
「
『
優
曇
華
物
語
』
と
『
月
氷
奇
縁
』
ｌ
江
戸
読
本
形
成
期
に
お
け
る
京
伝
、
馬
琴
ｌ
」
、
「
読
本
研
究
」
初
輯
、
昭
和
六
二
〈
一
九
八
七
〉
。

高
木
氏
著
書
、
一
三
四
頁
。
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文化三、四年の京伝、馬琴と『桜姫全伝曙草紙』
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（
肥
）
（
１
）
②
拙
槁
。

（
的
）
こ
れ
に
、
さ
ら
に
浄
瑠
璃
本
「
苅
萱
桑
門
筑
紫
蝶
」
初
段
、
〈
蛇
髪
の
妬
婦
〉
の
イ
メ
ー
ジ
（
堤
邦
彦
『
女
人
蛇
体
ｌ
偏
愛
の
江
戸
怪
談
史
」
、

角
川
選
書
記
、
平
成
一
八
〈
二
○
○
六
〉
）
を
付
加
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
④
拙
槁
に
お
い
て
述
べ
た
。

（
別
）
中
村
幸
彦
「
読
本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題
」
、
昭
和
二
三
〈
一
九
四
八
〉
・
九
、
著
述
集
五
所
収
。

（
別
）
土
屋
順
子
「
読
本
に
み
る
勧
化
本
の
受
容
ｌ
「
苅
萱
後
伝
玉
櫛
笥
』
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
」
、
「
大
妻
国
文
」
〃
、
平
成
三
〈
一
九
九
一
〉
。

（
９
）

（
蛆
）

（
Ⅱ
）

（
岨
）

（
過
）

（
Ｍ
）

（
妬
）

（
略
）

（
Ⅳ
）

（
肥
）

（
的
）

三
○

四
等
。

（
１
）
④
拙
稿
。

「
桜
姫
伝
と
曙
草
紙
」
、
初
出
昭
和
一
二
〈
一
九
三
七
〉
・
八
、
著
述
集
六
所
収
。

「
文
学
史
の
中
の
大
江
文
岐
」
、
「
文
学
」
、
平
成
一
四
〈
二
○
○
二
〉
・
五
、
六
。

こ
こ
に
も
、
（
岨
）
に
あ
げ
た
『
苅
萱
桑
門
筑
紫
鰈
』
初
段
を
補
っ
て
お
き
た
い
（
（
１
）
④
拙
稿
）
。

拙
槁
「
『
梅
花
氷
裂
』
の
意
義
」
、
「
読
本
研
究
」
第
七
輯
上
套
、
平
成
五
〈
一
九
九
三
〉
・
九
。

（
１
）
①
拙
稿
、
及
び
拙
稿
「
「
椿
説
弓
張
月
』
の
構
想
と
謡
曲
「
海
人
」
」
、
「
近
世
文
芸
」
門
、
平
成
一
六
〈
二
○
○
四
〉
・
一
・

徳
田
武
「
暴
藷
稚
枝
鳩
』
と
「
石
点
頭
』
」
（
「
日
本
近
世
小
説
と
中
国
小
説
』
、
昭
和
六
二
〈
一
九
八
七
〉
所
収
）
。

横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
』
、
昭
和
四
九
〈
一
九
七
四
〉
・

後
藤
丹
治
「
太
平
記
の
研
究
』
（
昭
和
一
三
〈
一
九
三
八
〉
）
後
編
第
三
章
第
一
節
。

「
『
優
曇
華
物
語
』
と
『
曙
草
紙
』
の
間
１
京
伝
と
馬
琴
ｌ
」
、
「
読
本
研
究
」
第
二
輯
上
套
、
昭
和
六
三
〈
一
九
八
八
〉
・
六
）
。

「
読
本
展
回
史
の
一
駒
」
、
昭
和
三
三
〈
一
九
五
八
〉
・
一
○
初
出
、
著
述
集
五
所
収
）
等
。

「
仏
教
長
編
説
話
と
読
本
」
、
「
国
語
国
文
」
、
二
○
○
四
・
七
な
ど
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
（
１
）
①
②
④
拙
稿
で
も
触
れ
て
い
る
。

「
『
優
曇
華
物
語
』
と
息

（
１
）
①
～
④
拙
稿
参
照
。

（
１
）
③
拙
稿
。

（
８
）
拙
稿
。
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